
 

 

 

 

 

 

 

夏休みも終わり二学期が始まりました。体育祭に向けてしっかり食べて欲しい時期

ですが、慌しい時期でもあるので、食べやすい工夫をしています。 

９月１日は防災の日ということで、社会科とのコラボ献立を実施しました。９月１日

の「給食室からこんにちは」を紹介します。もし、災害が起きた際、どのような食事ができるのか、そのためにはどのような準

備が必要なのか、是非、ご家族で話し合うきっかけになればと思います。みそ玉やサラダは一度作ってみるといいですね。 

当日は避難所での生活を想定して、アルファ化米の調理の実演を 1年生の社会科の授業で行いました。↓ 
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１階給食室前に「給食コーナー」に

「世界の料理」に加えて「和食コーナ

ー」「おやつコーナー」「行事食のコー

ナー」が増えました。栄養士の実習生が

可愛い掲示物を作ってくれました。欲し

い人はレシピをお取りください。 

 

 

【実際にアルファ化米を調理・試食してみた気づき・感想より】 

・ 最初はあんなサラサラのお米のところにわかめを入れて大丈夫なのか、水はあんなに入れ

ていいのかなどと思っていましたが、何分か経つとふっくらしたご飯ができていて感心しまし

た。あたたかく、おいしく食べられてよかったと思いました。これがあると避難した人は安心

だと思った。 

・ 保存食のご飯は食べたことがなく、どんな味なのか気になりましたが、お湯だけで美味しい

ご飯が作れるのは避難した人にとっては嬉しいことだと思いました。 

 

★今後は志木中ホームページの給食の部屋からも見られるようにしていく予定です。 

 


